
指導用解説書

教材のねらい

各テーマのねらい

使用方法

計画的なお金の使い方

免許皆伝！買い物の極意免許皆伝！買い物の極意

本教材は小学校高学年向け消費者教育デジタル教材です。学習
指導要領における家庭科の内容「C消費生活・環境」の項目

に関する内容を身近な環境とも関連づけながら、児童が楽しく
主体的に学ぶことができます。学習にあたってはタブレットま
たはパソコンをご使用ください。

（１）物や金銭の使い方と買い物

イ　身近な物の選び方 , 買い方の工夫

ア (ア)

(イ)

買物の仕組みや消費者の役割, 物や金銭の大切さ,
計画的な使い方

身近な物の選び方 , 買い方 , 情報の収集・整理

欲しいと思ったものが本当に必要かどうかを考えられるようになる

商品についている表示やマークについて知る

お金の使い方を振り返って、次の買い物の参考にすることができる

買い物の疑似体験をすることで目的に合った買い物ができる

テーマ２

テーマ１

テーマ４

テーマ３

テーマ６

テーマ５

品物の情報を得る手段として身近なインターネット検索を疑似体験する
予算や使う目的に合っているか、長く使えそうかなどの視点で比較できる

予算内に収める計画性を身につける
さまざまな場面でお金が必要であることがわかる

6つのテーマがあり、トップ画面で学習したいテーマを選ぶ
ことができます。
各テーマは  アニメ 、 ワーク 、仙人の一言 、　解説 の 4つ
から構成されています。そして各テーマ最後の「話し合おう」
という項目では学習内容に沿った議題を投げかけ、授業内
での活発な議論を促します。

▲トップ画面



全体の構成

各テーマの構成

トップ（メニュー）ページ

１ アニメ １ ワーク

まとめ

１ 仙人の一言 １ 解説 & 話し合おう

２ アニメ ２ ワーク ２ 仙人の一言

３ アニメ ３ ワーク ３ 仙人の一言

４ アニメ ４ ワーク ４ 仙人の一言 ４ 解説 & 話し合おう

５ 実践編 アニメ ５ ワーク ５ 仙人の一言 ５ 解説 & 話し合おう

６  実践編 アニメ ６ ワーク ６ 仙人の一言 ６ 解説 & 話し合おう

２ 解説 & 話し合おう

３ 解説 & 話し合おう

各テーマは、導入として1分程度のアニメーションが用意さ

れています。再生ボタンを押して再生開始します。次の項

目に進むときは画面右下の「つぎへ」ボタンを選択してく

ださい。

アニメーションを受けて各テーマの理解を深めるワークに

取り組みます。ワークによってグループで討議させると

いった使い方もできます。次の項目に進むときは画面右下

の「つぎへ」ボタンを選択してください。

ワークに取り組んだ後、アニメーションに登場する「カネ

仙人」と共に各テーマのポイントを振り返ります。次の項

目に進むときは画面右下の「つぎへ」ボタンを選択してく

ださい。

テーマ全体のまとめは、少し掘り下げた内容を扱っていま

す。次の項目に進むときは画面右下の「つぎへ」または「テー

マ○へ」ボタンを選択してください。「テーマ○にすすみま

すか？」というメッセージが表示されたら「はい」を選択

してください。

アニメ ワーク

仙人の一言 解説 & 話し合おう



自分の買い物の経験を振り返らせ、授業の内容を自分

ごととして意識させる。

それは本当に買う必要があるものだったのかを問いか

ける。

https://www.pref.kanagawa.jp/
osirase/0207/gokui/

https://www.pref.kanagawa.jp/
osirase/0207/gokui/chapter1.html

プロジェクターまたは電子黒板等で本教

材画面を掲示

ホーム画面から、テーマ１「買う前に考

えよう」を選択、アニメーションを視聴

する

アニメが終了したら「つぎへ」でワーク

に進む。商品を買うまでの流れをチャー

トでたどる

○

○

チャートの全体像を見せて、商品を買うまでにさまざ

まな思考パターンがあることに気づかせる。

ほしいものを手に入れるためにむやみに買い物をする

ことばかり考えるのではなく、他の手段がありうるこ

とも意識させる。

むだづかいをしないよう心がけることで、自分のお金

を守るだけでなく、資源の有効利用につながることに
も気づかせる。

○

○

○

●

●

●

「つぎへ」で「解説」ページへ

ページ下部の「話し合おう」で児童に向

けて発問する

●

指導例「計画的にお金を使えるようになろう」

授業展開例（45分）テーマ１・6を利用

対象学年

導入

展開１

小学校高学年（５・６年生）

・欲しいと思ったものが本当に必要かどうかを考えられるようになる
・予算内に収める計画性を身につける
・さまざまな場面でお金が必要であることがわかる

本時のねらい

おもな活動 活動内容・指導上の留意点

最近どんな買い物をしましたか？
発問



https://www.pref.kanagawa.jp/
osirase/0207/gokui/chapter6.html
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展開２

まとめ

ふだんよく行く文ぼう具屋さんで
1,000 円の福袋を売っていたよ。
中身は、1,500 円分の品が入って
いるらしい。買う？それとも買わ
ない？

発問

グループで日曜日にお出かけする
ことになりました。2,000 円で
できる一番楽しいプランを考えよ
う！

発問

議論の内容を確認・発表

グループに分かれ、自由に議論させる。

<予想される意見例>

「福袋は値段だけを考慮すると一見お得だが、中身がわ

からないため本当に自分にとって必要かどうかを買う

前に考えにくい」

「一方で中身がわからないことで開封する時の楽しみが

ある」

どちらかが正解にならないように、福袋を「買う」と

考えた人から数名、「買わない」と考えた人から数名そ

れぞれ意見を聞く。

お店側にとっては「在庫処分」としての側面もあるか

もしれないので、子どもたちから意見が出なければ資

源の有効利用という視点から教師が補足することも考

えられる。

ひとりあたり 2,000 円の予算を守りつつ、どういう組

み合わせにすれば充実するかを考えさせる。

各自のタブレットでテーマ６のワークに取り組ませる。

グループで行動することを前提にひとりあたりの支出

を 2,000 円以内とする計画を話し合って考えさせる。

子どもたちが考えたプランが、予算内に収まっていれ

ばよしとする。

予算内に収まらない場合、その原因を探り、本当にそ

れが必要かを考えさせる。

商品を買う前に買いたい理由を冷静に考えることの大
切さに気づかせる。

あらかじめ支出を意識して行動を計画することで、む
だづかいを防ぎ、効率的にお金を使えることに気づか

せる。

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

本時のふりかえり・まとめ●

本教材のホーム画面からテーマ６「日曜

日のお出かけプランを考えよう　実践編

２」を選択、

「つぎへ」でワークに進み、日曜日のお出

かけプランを考えるワークを児童の前で

やってみせる

グループ別に話し合い

グループ別にプランを発表する

どう過ごして、一人あたりいくらのプラ

ンになったかを発表

●

●

●

●


